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l - l CosA
= l 1 1 -C o sA )

（ア）最下点を動による位置エネルギーの基準とすると

（最下点） = （位置⊖）
½mひ♂ = I m u2+mg1（1-Cos A )
i.ひこひ。2-2gl(1-cos A )

（イ はたらく力を い て

書､ 中心一向きの一一がど求
めると､

中心向き成分は
T - m g c o sA

i:！
だら これが向心力Fとなっている。

円運動の運動方程式をたてると
mに F

⇒ mで=T-mg-91.fr/（イ）



｢ーがくしすTについて解い
て

T =
mで2+mgcos日

（イ のびを代入して
T=mだーな11-02+mg cos日
= m
do-2mg(1-cos0）+mg cos日

=mu-2mg+3mgc o s A

=m(l+（3cosA-2)g}
（エ 糸がたるまずに最高点

､ ⇒で勛一でな｡ 一で一
だだり

（八）の式よりも二大のときのTは

T=m{I+（-3-2)g}
T = m (0-5g）

ここでた0となるときのUoは
ひ♂=59 l

i . ひ。=Te これより大きればいいので
ひ。三ten



1回5 続き
（オ 棒の場合は棒が支えてくれるので、ひが小さくても最高点に

到達できる

"で！/♀！な円軌道を保
って移動する｡最高点でひ=0となるひ｡ がギリギリl

(

u ｡ ⇒」mui=mg.2l
i .ひ。=THE=2T I

これより大きければいいので
ひ。7255-1h（オ）

※ ひ も で ひ。=2GEで打ちだすとどうなるか

、 途中で糸がたるんで
円軌道の内側に入ってしまう。
⇒最高点に到達できない•)Ao ！ちなみに（イ）の式

⚠

.

!

i

たm{d2+（3CosA-2)g｝

でひ。=2GIのときひ=2GT T=m{let+（3cos A-2)g}
T=mg(4+3C05日-2)
T=mg(2+3（05日）

ここでた Oとなるのは
のときで､ 旦自顧数表を用いる
と､
⊖=131.80

くらいでたるむとわかる。
最高点まで行けないのだ。


